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Summary

　　　An　anomaly　of　a　tooth　is　an　aberration　or　deviation　from　the　nomal　anatomic　growth

or　development　of　the　teeth．　Biologically，　malformation　might　be　a　more　appropriate　tem1．

However，　rare　forms　of　teeth　will　be　described　here　without　regard　to　embryology．．In

regard　to　the　character　of　the　tooth，　even　a　normal　form　seen　in　more　than　50％of　Japanese

people　can　be　a　rare　form　for　Caucasians，　and　a　fom　that　appears　frequently　on　the　first

molar　may　be　rare　on　the　third　molar．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　「

　　　The　tooth　anomaly　appears　as　a　deviation　from　the　normal　size，　number，　site．or

arrangement．　However，　these　can　frequently　co－exist　with　other　anomalies．　The　following

items　were　reviewed．

1．Anomalies　of　the　cro㎜：1）Shavel・shaped　incisor，2）Linguocervical　groove，3）

Lingual　pit（foramen　caec㎜），4）Central　cusp，5）Cusplet　on　the　marginal　ridge

　　（Tubelculum　interstiale），6）Absence　of　the　central　groove，7）Carabelli　tubercle，8）

　　Protostylid，9）6th　cusp，10）7th　cusp，11）Dryopithecus　pattem．

2．Anomalies　of　the　root：1）Double三rooted　incisor，　Z）Double・rooted　mandibular

　　canine，3）Number　of　the　root　of　the　maxillary　premolar，5）Mesial　groove　on　the　root

　　of　the　mandibular　premolar，5）Three－rooted　mandibular　molar，6）Gutter－shaped

　　root，7）Cervical　enamel　projection，8）Enamel　pearl，9）Dilaceration　and　flexion．

は　　じ　め　に

　異常とは普通と違うことである．生物学的な用

語は奇形が正しいかも知れないが，発生学とは関

（1985年12月6日受理）

係なしに，ここでは珍らしい形の歯について記載

する．歯牙の形質は日本人に50％以上見られる正

常形でも，白色人種で稀なこともあり，また第1

大臼歯で多く現われても，第3大臼歯でめずらし

いこともある．

　歯の異常は，形の異常，大きさの異常，数の異
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常，位置の異常や配列の異常として現われる．し

かしこれらの異常はいくつか重なることが多い．

異常の生ずる原因

1　系統発生学的な原因

　歯の形質を決める要因は，系統発生学的な影響

が大きいと言われている．

　形態の単純化は大きさの縮小を伴う．このよう

な現象は人類の進化に伴なう歯の変化であると言

われ，歯の単純化と縮小は歯数減少の前兆である．

逆に大きさの増大と形態の複雑化は原始的な形質

であり，過剰歯への前兆のこともあると言われて

いる．

　これらの変化は突然変異として起こることも考

えられるが，彷復変異のことが多い．

　人類の進化に伴う歯の退化現象は，人類文化の

発達に伴う食生活の変化によるものと考えられ

る．また歯の様様な形質は遺伝的な支配を強く受

けるため，人種の特徴や民族間の差異を知る上に

重要な役割をなしている．

2　病理学的な原因　　　　　　　、、

　歯の発生期間中に起こる，外傷，圧迫や代謝障

害は様様な形の歯を生ずるといわれている．しか

しそれらの原因を区別することは困難である．原

因の明らかなものにハッチンソン歯や斑状歯など

がある．

歯牙異常の生ずる時期

　歯牙異常の生ずる時期を正確に示すことは困難

である．歯牙の形成過程を次の様に分類したが，

発生学的に重なった部分が多い．

1　初期

　この過程は歯堤と蕾状期で歯胚の存在と欠如に

影響する．この時期のかく乱は無歯症，歯数不足

や過剰歯を生ずる．

2　増殖

　蕾状期，帽状期と鐘状期に見られる．そして歯

牙の大きさや割合に影響する．

3　組織分化

　進んだ帽状期から鐘状期を通しての段階であ

る．ほうろう質と象牙質形成細胞の成立時で，こ

の間のかく乱はほうろう質と象牙質の形成異常を

生ずる．

4　形態分化

　形態分化は蕾状期，帽状期と鐘状期の間に生ず

る．形態分化に於けるかく乱は歯牙の形と大きさ

に影響をあたえる．すなわち，過剰咬頭，咬頭の

不足，円錐歯，双生歯や過剰根などを生ずる．

　形態分化でも鐘状期前のかく乱は歯冠の形態と

大きさの異常を生じ，晩期鐘状期とヘルトビッヒ

の上皮鞘に変化が起こると，歯根数の異常やほう

ろう滴などを生ずる．

5　付加

　付加は鐘状期と根の完成まで行なわれる．すな

わち，組織分化および形態分化の時期に下画を描

いて計画されたところへ硬組織が付加することで

ある．

形態の異常

形態の異常は歯冠や歯根のみに現われる異常

と，歯牙全体に現われる異常がある．

1．歯冠の異常

　歯冠の異常は主として，発育溝の異常と咬頭数

の異常である．

　1）シャベル型切歯

　Hrdli6ka’4）はシャベル型切歯について黄色人

種に多くみられ，黒色人種や白色人種に少ない．

形は大きく，特に幅が広く，近心縁は円く強大な

歯に多いと記している．また，Weidenreich　1）よ

り引用は北京原人の切歯特に側切歯にシャベル型切

歯の多いことから黄色人種に特有だとしている．

　Hrdliごkal4）は舌面窩の深さと，辺縁隆線の発育

の程度によって，次の様に分けた．

　shavel（s）：総て良く発育している（シャベル

型）

　semi・shovel（ss）：多少良く発育したもの（半

シヤベル型）

　trace－shovel（tr）：何分，明白な形跡のあるもの

（痕跡シャベル型）

とし，それに表中でシャベル型でないno－shovel

（no）（無シャベル型）を加えている．（表1）

　2）舌面歯頸溝（斜切痕）5）

　上顎前歯の舌面歯頸隆線と辺縁隆線の境界付近

に見られる溝で，舌面窩から歯根に及ぶこともあ

る．根端近くまで及ぶと根を2分する．この溝は

上顎側切歯に最も多くみられる．上條17）は舌面歯

頸溝を舌面歯頸隆線の近心と遠心にあるもの，な
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表1　シヤベlv型切歯の出現率

歯’種 人　　　　種 ‘　報 告　者 S SS tr no
♂

Hrdliεka　　l 1．4 7．6 24．5 Il　66．4
アメ　リカ白人 ♀ 〃 2．6　1 5．2　　1 21．8 1　70．6

‘　ア　メ　リ　カ　白 人 武 久 2．6 1．6 36．3 1　49．3
1

1

アメリカ・ネグロ
♂ 1 H・dliεka　ll 4．9　　　1 7．6　　‘ 33．0 1　54・5

1

1 ♀ ク 3．6 8．0　　1 32．6 56．0

1、

ハ　　ワ　　ノ　人
♂

〃 42．g　　l 38．1 4．8 14．3

1 　　　　　　」P 旦 i 〃　　… 36．8　　1 44．7 7．9 10．5 1

1　中　　国　　　人 ♂
〃 66．2 23．4 L3

1

♀ 〃 82．7　　　‘ 12．5 1．0 3．8
1

1」　　本　　人 ε 1
ク　　　　　1 77．9 18．0　　1 0．O　　l 4．0

［日　　本 人 武 久 14．5 45．4 27．2 12．7

アメリカ臼人
♂

Hrdliこka 1．4　1 　　　1W．8 36．4 50．o　　I
1

♀ 1 〃 1．0 7．4　　‘1
29．9 59．6

ア　メ　リ　カ　臼 人 武 久 0．0 21．6 29．8 48．4

アメリカ・ネグロ
♂ Hrdliξka 　　　1S．5 12．8 38．0 42．11　1　　1

皇
〃　　　．‘ 3．8　　11 11．1 35．4 47．5

1一
ハ　　ワ　　／　　人

♂
〃 57．1 14．3

4．8　　1　　　1
14．3

♀ ・　　　1 39．5 38．2　1 6．6 2．6　　1
1

中　　国　　人
♂ 1

〃　　　1 56．9　　‘ 24．0 1．5　　　1 9．5

皇 〃　　1 68．8 13．5 1．0 3．4

日　　本　　人 ♂
〃 72．7　1 20．3 0．O　　　I 4・O　l

1 日　　　本 入 武 久 372　　　‘ 32．7 22．7 7．2

らびに舌面歯頸隆線を2分する様に中央を縦走す

るものに分けた．インド人の中切歯で歯冠のみの

溝より根面に及ぶ方が多い．（表2，図1）

　3）盲孔

　上顎側切歯舌面窩と舌面歯頸隆線の境に良くみ

られる．黒色人種では稀，白色人種では10％以下

の出現率である．成因については退化形，発生中

に隣接歯による圧迫などが報告されているが，遺

伝性があると言われている．また鵬蝕の好発部位

である．

　しかし盲孔は別名浅歯冠陥入歯あるいは軽度の

歯内歯として報告されており，深さによる基準が

はっきりしない．日本人を調査した藤田S）の基準

はMuhlreiter　i5ノより弓開の報告に似てかなり深い

が，それより浅い基準を用いた上條17）の報告より

高い出現率である．また白色人種であるイギリス

人を調べたHalleti2）は浅いものから深いものへ

と4段階に分けて調査し，その合計の出現率は藤

田5｝の調べた日本人より高率である．

　上條17）の基準である舌面歯頸隆線の発育が良

く，舌面窩の底は歯頸に向うPt　一ト状をなしたも

のを用いて，インド人を調査した．インド人の出

表2：舌面歯頸溝の出現率

歯種 人　種 報告者 近心 中央 遠心 2本 掲こ及ぶもの

11 B本人 上　條 L72 3．45 431

インド人 恩　田 2．74 1．65 1．65

1．72

R．85

12
日本人 上　條 2α87 7．83 7．83 3．48 6．09

インド人 恩　田 13．19 6．59 7．14 1．65 7．14

C インド人恩　田 0．55

図1：舌面歯頸溝
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　　　　　　表3：盲孔の出現率
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表6：介在結節のHII現率

　　表4：小臼歯咬合面Li’：央結節の個f付ll」出現率

　　人　　　　　種　　　　報告　者　　　％

　イ・テイア・とエスキモー1Morrili　14．3　1
　日　　　　　　　　本　　　　　　　　ノY　　、　fJII　　　｝～奏　　1　　1．09

「一一　「⊂一「了二『「「了寸

　日

一
條1134

L「・・人μ・．・．31

　　　　表7：中央溝の延いト：顎小1ヨ歯

歯種　人　種　報圭’「著「一勇一丁
日　本　人 L〕田他　　；

〃　　　？

1．33

P， 1．24

イ　／　ト人 ，巴， 田 0

，　　　　　　　　　　　　　．

P　　　　　‘
li 本 人　　1 ヒ 條 14．41　1

〃 山 田 f也 雪 9．25
P二

〃 〃 2 13．64　1

イ
ン ド 人　　‘

国・Lン 田　　‘ 8．79　1

　　　　表5：咬合面中央結節の出現率

　　　　　1　，fi　T－一顎
報告者
　　　　　P，　　　　P⊥　　‘　PI　　l　pニ

住　谷　　026
　！∫」　　　O．27

加1　1～奏　　　0　17

ヒ　條

191
0．／4

026

1．38

0．49

048

3．50

105
058

藤　田

図2：盲孔の深さ 図3：盲孔

現率は日本人の約半数である．俵3　図2，3）

　4）咬合面中央結節

　下顎第2小臼歯に最も多く現われる結節で黄色

人種にしばしばみられる．咀噌による咬粍や破砕

によって歯髄炎や根端病巣を形成する．俵4，5，

図4）

　5）介在結節
　藤田5）はde　Terra　5より引用｝こよって命名され

た介在結節について基準を作った．すなわち，介

在結節は同側の辺縁隆線と三角溝が辺縁隆線を越

えて隣接面へのび，その間が結節状に隆起したも

のとしている．また，不全形として辺縁溝は隣接

面へ達し，隆起もみられるが，三角溝が辺縁隆線

を越えないものとしている．

　この結節は近心側と遠心側を区別するのに役立

つという．しかし辺縁隆線は咬粍のはげしい所で

あり，隆起した介在結節は萌出後問もなく消失す

る．俵6．図5〕

　6）中央溝の無い上顎小臼歯17・川

　退化傾向の強い上顎第2小臼歯にみられる．咬

合面の中央から三角溝と辺縁溝が放射状に伸び

る．窩洞形成時に注意が必要である．L表7，図6／

　7）カラベリー結節321

　上顎大臼歯の近心舌側咬頭に舌面に存在する．
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表8　カラベリー結節の出現暑こ
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歯種 人　　　種 報　告　者　　　a　　　b c　　　d　　　e f　　　g h

イ　ノ　ド　人 t　　　F日　　・　峯　　　村『　　i　56．06　　　26．14 2．27　　9．85　　0．76 1．14‘2．65 1．14

M1
ヒマ・イン・ディマン　　　　　Dahlberg　　　l　16、50 ’20．50　7．00 19．50 12．25 18．2516．00

シ　ヂ　ゴ自　人I　　　Dahlberg 14．29 16．79　2．14 6．79 536 　　　　　‘
P4．29　36．79 3．57

7　イ　ヌ　人‘Tumcr，　Hanihara 68．83　　　14．29　　　　1，30　　　　　2．60 2．60 9．ogi 1．30

イ　　　　ン　　　　ド　　　ノ＼　　　　唇、　　田　　　　　峯　　　ト『 93．18　　　　3．41　　　　　　　　　　　　　1．14　　　　　0．38　　　　　0．76　　　　　1．14

NIこ
ヒマ・インディ〔ン　　　　Dahlberg 77．00　　　　8．00　　　　5，00　　　　　6．00　　　　　1．00　　　　　2．00　　　　　1．00

ン　イ1　ゴ　白　人　　　　　Dahlberg 56．50 12．50 15．50 1．00 4．00　10．50

＾　イ　ヌ　ノ、　Turner，　Hanihara 100．0
‘　　　　　　　　　　　　‘

イ　／　ド　人　　口、田　　峯　村 98．51 1．oolO，501

NIう
ヒマ・インデノアン　　　　Dahiberg　　　lOO．0

シカゴ白人 Dahlberg　　　　　91．67　　8．33 1

1　　　・7　ノ　ヌ　人 Turner，　Hanihara　　　　97．44 1 2．56

図4：咬合面中央結節（下顎第2小臼歯）

図5：介在結節

カラベリー結節の特色は他人種に比べて黄色人種

に低率にしか現われないことである．
Weidenreich　3　a／　i）　－i零は黄色人種の先祖にあた

図6：中央溝の無い上顎小臼歯

図7　カラベリー結節
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る，Sinanthropusに存在しないとのべ，現代黄色

人種に生ずるのは人種の混血と移住によることが

原因であるとのべている．

　Dahlberg4）とGarn，　et　al．9）はカラベリー結節と

その痕跡を次の様に分類した．

　a．平坦

　b．縦溝

　c．小窩

　d．2本の溝

　e．Y型の溝

　f．小結節の溝が舌面溝と接しない

　9．舌側咬頭の％よりやや高い程度で舌面溝と

表9　フ．ロトスタイリッドの出現率

人　種 報告者 耶 M2M」MIMz 頭或は厩
その他

恩田・峯村 1．94

鈴木・酒井 17．50 0．93 3．70 3．70

日　本　人
鈴木　♂ 10．19 0．60 2．63 0．84

鈴ナ　♀ 8．19 1．69 0．96 0．84

ピマ・インディアン Dahlberg 17．50 5．00 8．75

インド人　恩田・峯村 0．76

　　接する

h．舌側咬頭とほぼ同程度の高さ，舌面溝と接

　　する．

俵8，図7）

図8　プロトスタイリッド

表10：フロトスタイリッドと頬面小窩の出現率

歯種 側別 人　　　種 報告者 0 P 1 2－5
u　　本　　　人 恩田・峯村 35．92 62．14 0．97 0．97

R
イ　　ン　　ド　人 〃 51．52 47．73 0．76

アメリカ白入 Dahlberg 20．00 72．00 4．00 4．00

ピマ・インディアン 〃 19．50 52．00 9．50 19．00
M、

日　　本　　人 恩田・峯村 33．98 63．40 L94 0．97

イ　　ン　　ド　人 〃 53．03 46．21 0．76

L
アメリカ白人 Dahlberg 16．00 75．00 5．00 4．00

ヒ：マ・インディアン ク 17．50 55．00 11．00 16．50

u　　本　　人 恩田・峯村 78．64 20．39 0．97

イ　　ン　　ド　人 〃 70．65 29．55

アメリカ白人 Dahlberg 31．／1 60．00 6．67 2．22

ヒ：マ・インディアン 〃 39．00 49．00 5．00 7．00
M2

日　　本　　人 恩田・峯村 81．55 16．50 1．94

イ　　ン　　ド　人 〃 71．21 28．79

アメリカ白人 Dahlberg 46．67 36．67 7．78 8．89

ビマ・インディアン 〃 28．00 51．00 13．00 8．00

日　　本　　人 恩田・峯村 100．0

イ　　ン　ド　人 〃 6．80
R
アメリカ白人 Dahl　berg 50．00 37．50 12．50

ヒマ・インディアン 〃

M3
日　　本　　　人 恩田・峯村 94．12 5．88

イ　　ン　　ド　人 〃 93．20 6．80
L
アメリカ臼人 Dahlberg 75．00 12．50 12．50

ビマ・インディアン 〃
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　8）プロトスタイリッド

　下顎大臼歯の近心半部で、頬面溝の下端から咬

合面の方へ広がる，ほうろう質の隆起である．

Protostylidは下顎第1大臼歯より後方へと連続

して見られ，第1大臼歯に欠除した場合、その後

図9：第六咬頭

表11　第6咬頭の出現率

人　　　種　　　　報告者　　　　　　　‘ ‘MI　M2　M3　　‘

オーストラリア原住民Hellnlan

1西ア フリカ　・ネグロ　　　　” 13，016，016．0

：ア メ　リ　カ　・ネ　クロ　　　　”　　　　　　　　　‘ 2．0　8．033．3　1

1メ ラ　ネ　ン　ア　ン　Dahlberg ‘9．0　5．0　9．0

‘アメIJカ・インディアン‘Hillman　　6．016．032．0

‘テキサス・インティアン‘Chase、　et　al　11226132

1エ　ス　キ　モ　ーHillinan　　10200280
‘モ ウ コ 族 〃 0，015，029．0

中 国 人 〃 0．0　0．0　0．0

台 湾 人Chan9 18，318，721．9

台 湾 原 住 民 〃 21，713，727．1

日 本 人‘埴原 他3L625．7
〃 酒井 他‘29．229．5

tl 中 †寸：17　4　17　6120　2

‘鍵台イ＼・イ酉ヌ’t‘120　401

tl 松 田106　241
　　　　　1

u 十 f・条 7gig51
Jt 武 久　56　16
t， 小 f主15．2．　9．219．61

イ ン ド 人恩田・峯村： 0．0　0．0 3．2

〃 ：野　　　村 3．41

ノ＼ ス
ト ウ ン1酒井　　他 6，815．2

タ ジ ノ ク　　　〃 2，912．4

一
口 ㌧ノ ハ白 人lHellman

0．0　0．O　I 3．0

古 代ハン ガーリ 一白 人　　　〃 0．0　2．0 3．0

ア メ リ カ 白 人　　　” 0，0‘2．0 0．0

〃 1武　　　久 0．0　0．Ol

チ ン ノ＼ ン ジ 一トSch㎜an，　et　aLl30．224．81 4．4
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方歯に現われないので臼芳結節と区別出来る．

　Protostylidは原始的な遺伝的構造物で．下顎第

2乳臼歯で最も多く現われ，第1，ag　2，第3大

臼歯の順に順次減少する．

　Dahlberg4｝は発育の程度により図の上で次の様

に分類した．

　O．小窩も溝もないもの

　P．頬面小窩のあるもの

　1．頬面溝の下端が遠心へ警曲するもの

　2．頬面溝下端より近心上方へ向う短かい溝の

　　　あるもの

　3，頬面溝下端より近心上方へ向う長い溝のあ

　　　るもの

　4．頬面溝下端より始まり近心頬側咬頭頬面に

　　　わずかに山形をなした溝のあるもの

　5．頬面溝下端より始まり近心頬側咬頭頬面に

　　　強い山形をなした溝のあるもの

　ここでは2～5型をPlotostylidとしてあつ

かった．（表9，10，図8）

　9）第6咬頭31）

　下顎大臼歯の遠心咬頭と遠心舌側咬頭の間に生

ずる咬頭でGregoryu）やHellman13）は原始的な

人種やオラウータンに見られ，白色人種で稀だと

のべている．しかし日本人の研究者で黄色人種の

特色だとしている人もいる．

　第6咬頭について中村24）は過剰結節を持つ歯冠

に存する原始咬頭の最小のものの大約％以上の大

きさを，また上條17）は遠心咬頭の／4以上の大きさ

のものを調査している．

　第6咬頭はHellmanl3）によると大部分の人種

で第3×臼歯に最も多く，次いで第2，第1大臼

歯の順である．しかし日本人の報告者の中には第

1大日歯に最も多く，次いて第2大臼歯だとする

人も多い．

　此の形質が原始的な特徴だとするなら，最も原

始的なDryopithecus　patternの多い第1大臼歯

に多く出現すべきである．（表IL図9）

　10）第7咬頭31）

　下顎大臼歯の近心舌側咬頭と遠心舌側咬頭の間

に存在する．此の咬頭は黒色人種に多くみられ，

また第1大臼歯で最も多く後方歯ほど少ない人種

が多い．

　第7咬頭は第6咬頭の様に5咬頭歯にのみ生ず

るのではなく，4咬頭歯にも時時みられ，また一
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第12二第7咬頭の出現率

恩田：歯牙形態の異常

工 種 報告」者　　Nk　Nl2　Nl3

オーストラリア「京住民He］［man　O．00．07．0

西アフリカ・ネクロ 〃 12．0　5．0　 6．0

アメリカ・ネクロ
St 22．0　4．0　　6．0

メラネンアンDah［berg　6．01．53．0
アメリブ・インティアンHe｜hnan　O．O　O．06．2

テキ什ス・インティアンChase，　et　al，0．60．00．0

エスキモーHellman
ウ コ 族 tJ

0．0　0．0　0．0

11．0　0．0　6．0

中 国 人 Jf 0．0　5．0　0．0

台 湾 人　Chan9 2．5　0．7　2．8 図10：第7咬頭

tt；湾　原　住

旦　　　本

民 lt 3．5　0．0　4．5

ノN　；酉ナt’　　　f也　 4．7　0．6

ll 中 ］r寸　　1．6　0．1　　0．o　i

rl 鈴木・酒井　0．30．0
〃 松

FF ．ヒ

Tt 武

田0・0旦旦，」
峰．5L7．3・2　；

久　0．0　0．0
’二1、

住　　2．2　0．6　8．2‘1

イ

ン　ー』一一一り 野 村　9．2

ノ、 @ス　ト　ウ　ン；酉月二　他5．62．6　
：

　　　　　

タ　　　ン

ヨ　　　　ロ　　　　バ

　　　　　　　　　　　へ　　クfr　5．02．41　　　　　　　　　＿二ニー二＿一一一一」
’　　人　Helhnan　　　　3．0　2．0　　0．O　I

占代ハンガリー白ノv
ア　メ　リーカ　

〃 2．0　0．0　0．0

白　人‘　　tl 2．0　0．0‘0．0

　　　‘
11 ‘武 久　0．00．0

図11：ドリオピテクスパターン〔Y5型），下顎第

　　　1大臼歯

　　r4型，　ド顎第2大Eヨ歯

　　×4型，下顎第3大臼歯

表13：下顎大臼歯咬合面の形の吐｝現率インド人‘

Y5　　Y4　　－4　　－4

Ml　54、95　　3．96

M2　　2．97　　2．48　　9．41　66．34

　　　　　　　「　7．10「28．39

　　　　　　X5　玉4　そつ」些
32．67　　7．43　　1．50　　　0．50

0．99　 16．83　　0．991

‘N．　，131　1．291 8．39　144．52　10．32

つの歯に，第6咬頭と第7咬頭の生ずることは稀

である．

　第6咬頭は6番目に生ずる咬頭であるが，第7

咬頭は7番目の咬頭でない．俵12，図10）

　11）下顎大臼歯のドリオピテクスパターン21）

Gregoryi°）によると人の下顎大臼歯の基本型は人

類に特別のものではなく，全ての類人猿に共通な

形であるとし，その形を下顎大臼歯のDryopith－

ecus　patternと名付けた．すなわち，咬頭数を5

個有し，咬合面の溝の形がY型をなしたものであ

る．

　GregoryとHellmanii｝は下顎大臼歯の基本の

形は類人猿にみられ現代人へと漸次進化する．こ

の進化による変化の程度は明らかな発達段階を認

めることが出来る．そしてこの進化の段階は異

なった人種群によって異なるとのべている．

　Hellmanl3）はDryopithecus　patternの進歩的

変化について，咬頭数は5個から4個に減り，溝

の型はYから＋へと変化するとのべ4つの段階に

分けた．すなわち，

　第1段階＝原始的なDryopithecus型，頬側に

　　　　　　3咬頭，舌側に2咬頭あり咬頭間溝

　　　　　　がY形をなしている〔Y5）

　第2段階＝咬頭は遠心咬頭が消失し4個に減ず

　　　　　　るが溝の形ぱY型をなしている

　　　　　　（Y4）

　第3段階＝咬頭ぱ5個だが溝の形は＋型へと変

　　　　　　化している（＋5）

　第4段階＝咬頭は4個，溝の型は＋型と両者の

　　　　　　変化したもの，下顎大臼歯の最も進

　　　　　　んだもの（＋4）

である．
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表14　ドリオピテクスパターンの出現率

歯種 人　　　　種 報　告　者 Y5 Y4 十5 十4

オーストラリア原住民 Hellman 100．0 0．0 0．0 0．0

西アフリカネグロ 〃 99．0 1．0 0．0 0．0

アメリカインディアン 〃 100．0 0．0 0．0 0．0

テキサスインディァン Go】dstein 68．7 0．6 30．6 0．0

中　　　国　　　人 Hellman 100．0 0．0 0．0 0．0

台　　　　湾　　　人 Chaη9 64．1 1．3 25．4 8．8

M1 日　　　本　　　人 鈴木・酒井 67．2 0．5 31．8 0．5

〃 中　　　村 62．8 1．7 31．4 4．1

〃 上　　　條 52．3 0．0 46．6 1．1

イ　　ン　　ド　　人 恩田・峯村 55．0 4．0 33．2 8．9

パ　ス　　ト　ウ　ン 酒井　　他 71．6 ll．6 10．5 6．3

シ　カ　ゴ　白　人 Dahlberg 84．0 8．0 2．0 2．0

ヨーロ　ツパ白人 Hellman 87．0 7．0 2．0 4．0

ド　　イ　　ツ　　人 Jφrgensen 64．2 8．1 23．8 3．9

オーストラリア原住民 Hellman 5．0 0．0 43．0 52．0

西アフリカネグロ 〃 17．0 12．0 8．0 63．0

アメリカインディアン 〃 1．0 0．0 31．0 69．0

テキサスインディアン Goldstein ユ．5 3．4 26．2 68．9

中　　　国　　　人 Hellman 0．0 0．0 19．0 81．0

台　　　　湾　　　人 Chang 7．7 6．0 33．7 56．1

日　　　本　　　人 鈴木・酒井 3．5 1．7 52．5 42．5

〃 中　　　村 2．3 1．5 39．6 56．6

M2

E

イ　　ン　　ド　　人 恩田・峯村 3．0 2．5 10．4 83．2

パ　　ス　　ト　ウ　ン 酒井　　他 0．0 2．7 3．5 93．8

ヨ　ーロ　ツパ白人 Hellman 0．0 5．0 1．0 94．0

ド　　イ　　ツ　　人 Jφrgensen 2．6 16．4 10．2 71．1

オーストラリア原住民 Hell　man 14．0 0．0 72．0 14．0

西アフリカネグロ 〃 20．0 3．0 59．0 17．0

アメリカインディアン 〃 0．0 5．0 75．5 19．0

テキサスインディアン Goldstein 12．1 6．6 47．3 34．1

M3 中　　　国　　　人
Hellman 0．0 0．0 50．0 50．0

台　　　　湾　　　人 Chang 1．9 2．9 46．7 35．2

日　　　本　　　　人 中　　　村 1．8 0．0 49．1 49．1

イ　　ン　　ド　　人 恩田・峯村 1．3 0．0 15．5 72．9

ヨ　ーロ　ッパ白人 Hellman 4．0 0．0 34．0 62．0

ド　　イ　　ツ　　人 Jφrgensen 4．3 6．9 51．4 37．4

　そしてJφrgensenl6）はY型から十型への変化

を近心頬側咬頭と遠心頬側咬頭間の溝の遠心への

変化であるとし，この変化を3つに分類した．

　第1段階＝原始的Dryopithecus型，すなわち，

　　　　　　Y型

　第2段階＝近心頬，舌側咬頭，遠心頬，舌側咬

　　　　　　頭の4咬頭が点状に接する．点状と

　　　　　　は0．2mmをこえないこと，すなわ

　　　　　　ち，＋型

　第3段階＝近心頬側咬頭と遠心舌側咬頭が線状

　　　　　　をなして接触する．すなわち，X型

　これはHe】1mani3）の十型を十型とX型の2型

に分けたもので進化の過程を詳細に知る上で好都

合であるとしている．

　Y5型は黒色人種に多い．また，第1大臼歯以

外は各人種とも希にしかみられない．（表13，14，

図11）

2．歯根の異常

　歯根の異常は主に数の異常である．

　1）切歯の歯根数
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図12：上顎中切歯の2根歯

恩田：歯牙形態の異常

図13：下顎犬歯の2根歯

　切歯は1根である．希ではあるが上顎切歯の分

岐根は主根から分かれ小さな突起状をなす，分岐

根は大部分が上顎中切歯にKられ，下顎には見ら

れない．、図12

　インドノ＼の切歯では上顎側切歯200例中に1例

、O．5％1のみに非常に小さな分岐根を認めた．

　2）2根を有する下顎犬de3‘）

　霊長類の犬歯は原則として1根である．しかし，

時に人の下顎犬歯は2根歯を生ずる．2根歯は先

天性奇形か中世代のある哺乳動物にみられる祖先

がえりのいずれかで，まれな現象である．白色人

種に多く，黄色人種に少ない．

　分岐根の大きさは一般に頬側に比べて舌側が小

さく短かい、そして大きい根の方へ弩曲している．

しかしこの逆の事もある．

　2根歯の歯根は近遠心面に歯頸に達する深い溝

を有する．1、表15，図13）

　3）上顎小臼歯の歯根数29）

　上顎小臼歯は単根の場合でも近，遠心面に溝が

みられる．特に近心面では深い．この溝が深くな

りやがて歯根は2根に分岐する．2根の分岐程度

は様々であり、時ft．頬面に溝を生ずる．この頬面

溝は3根分岐への前兆である．

　上條17）は奥村2s）によって上顎小臼歯根を優型と

劣型に分けて分類されたものを整理し次の様に分

けた．

　　単根

　　複根　根端分岐／t根端115以下）

表15：下顎大歯の2根歯の出現率

人 種 報告者　　1根　2根
イ ン ド 人恩田 他　98．48．1．52

バンツー族：黒人：Shaw 98．3911．61

JN　一　h　i）　一　／y　Hi！lerand　，93．97，6．03

高地ドイツ人Schwerz　93．896．11
ド イ ツ 人Fab］n 93．6516．35

フィンランド人H〕elman　94．905．10

オランダ人Vlsser 95．06　4．94

フランス人Huche 90．07　9．93

テンマークノ）新石器時代　A］exanderミen　93．966．54

〃 ‘中世期・ 〃 93．2516．75

ベイコスインディアン人Nelson 100．0

東ク11一ンランドエxキモー人Pederser〕　　98．61　1．39

日 本 ノ＼岡本・長田99．690．31
〃 井本 他　99．70　0．30

〃 1岡本 他198．9311，07　1

3根

半分以下分岐

半分以上分岐

　奥村28〕によると表中の上顎第1小臼歯の3根歯

○．6％1は極めて多数の中より収集した全部を加

算してあるので：実際臨床上遭遇する割合より著

しく多いと記している．第1小臼歯の3根歯は藤
田5℃．5％，岡本26）O．8％，Visser　9よ帽三3．0％と記

している．．1表16，図14）

　4）下顎小臼歯の近心根面溝29｝33）

　下顎小臼歯は類人猿で2根を有することから奥

村28）は人類歯牙歯根の近心面にみられる溝につい



図14：上顎第1小臼歯の3根歯

松本歯学　11（3）1985

図15：下顎第1小臼歯の2根歯
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1歯種1人　　　種

　　1日　本　人

報　告

奥

者

村

表161上顎小臼歯歯根数

　　　　1　　　　　　2
1　根

37．24

根端分岐
　10．71

％以下分岐

　ユ6．84

根
　　　　　　　　3　根
　夕以上分岐1
29．59 5．61

P2

インド人　恩 田1　86．56 8．60 3．76 1．75 0

表17：下顎小臼歯の近心根面溝の出現率

噛種人　種1報告者1‘A・1A・2　Abl　lAb2　B　C　D坤央溝1欠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　インド人恩　田14．693．132．608．33133．330　6．7731．779．38
1　　　　　　　日　　　本　　　ノ＼　　　奥　　　　　　6寸　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：0．88　　　　7．89　　　1．75　1　1．75　　　　　　　　　187．72

1P2　　　　　tt　　　　　上　　　　　f｜菜　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．工5　ヱ4．62116．15　　　7．69　1‘65．38

11　　　インドノ＼　，恩　　 田1　　　　　　　　　　　11．7028．1910．53　6．38152．131

て根分岐の前兆であるとし，猴徴と名付けて，古

代人類の有した2根の癒着したなごりであると記

している．

　そして歯根近心面にみられる溝について次の様

に分類した．

　猴徴なきもの

　猴徴を有するもの

　　A．裂溝を生ぜるもの

　　　a．根端分岐せるもの

　　　　1．頬側浅溝を有するもの

　　　　2．有せざるもの

　　　b．根端分岐せざるもの

　　　　1．頬側浅溝を有するもの

　　　　2．有ぜざるもの

　　B．2浅溝を有するもの

　　C．頬側浅溝を有するもの

　　D．舌側浅溝を有するもの

　さらに上條17〕は奥村の分類に小臼歯近心面の中

央を走る溝を加えている．また上條17）は遠心面の

溝を観察し歯牙の左右側の区別に役立てている．

1表17，図15、

　5）下顎大臼歯の3根36）
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表18：イント人ド顎大E噛のlll］根数根端分岐を含む‘

・v一 ﾙ2根、．．t－一工一一墨　．媒
　　　　　　　　①Lば分岐＆［膜分要　　　　　　　　　　　　　　　　汚刷根
NI　1　　　　　　　　72．73　　26．26　　　0．51　　　　　　　　　　　0．51

NI2　　17．68　 76，77　　　5．05　　　　　　　　　　0．51

NI3　16．39177，05　　　0．82　i　4．12　　‘　0．82　　　　　　　‘

　　　表19：　下顎大臼歯の3根歯の出現率
1　　　人　　　　種　　　　報告書　　NIE N』 NI3

イ　ン　ド人、ヒンズー人’L恩、Eヨ他　　　　1．01　1　　0．51 6．85

インドノ、‘全　集　団 百ama∋　0．33 o．61

中　　国　　人 〃　　　　　　　7．98　　　　　　　　　　　　　4，61

マ　　ラ　　イ　　人‘　〃 10．56　　　16．35
ジ　　」　　ワ　人 〃 16．66

ユ　ー　ラ　シ　ブ　人 〃
5．37「

ヒ　fr条 27．66

日　　本　　　人 1藤田他
　　　　．Q0．0 11．0

柴　田 14，614．4

表20：下顎第1大臼歯の3根歯〔個体別）

人　　　　　種 報告者 ％

イ　　　ン　　　ド　　　人 恩田地 1．00

ア　　リ　　ュ　　ー　　　ト　　人 Turner 43．68

エ　　ス　　キ　　モ　　ー 〃 26．72

北極と北西海岸インディアン ク 9．76

カリホルニアインディアン ク 6．56

ネバダイ　ンディァン ク 333

アリゾナニューメキツコ 〃 4．93

ペルー　イ　ンディアン　　　〃 3．66

　　　　　図16：下顎大臼歯の3根歯

　下顎大臼歯の3根歯は黄色人種に多く現われ．

第1大臼歯ではアリューシャン人に最も高率にみ

図17：樋状根

図18：歯頸部ほうろう突起

られる、過剰根には次の様なものがある．ll〕遠

心根の分岐，分岐根は遠心根の舌側に位置してい

る．〔2〕付属根，近遠心根の境界で舌側より分岐

する・」・さく短かい根．13）近心根の分岐．根端分

岐がほとんどであるが、歯根の長さの13をこえる

もの．

　他人種との比較には以ヒ3種の分岐根について

行なった．なお，インド人については近心根の根

端分岐も含めて歯根数を調べた．・表18、19．20，

図16、

　6ノ樋状根5旧

　中山2s）によって名付げられた．下顎大臼歯は一・
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表21：歯頸部ほうろう突起の出現率（上顎．頬側）

歯種 人　　種 報　告　者 材　料 0 1 n 皿 Ii

インド人 恩田・峯村 頭蓋骨 47．11 44．21 2．48 5．37 0．83

日　本　人 加　　　　治 抜去歯 22．34 43．65 23．86 9．64 0．51

〃 川　　崎　他 〃 48．86 11．34 23．30 14．77 1．14

M1 〃 〃 頭蓋骨 29．73 9．46 31．08 25．68 4．05

〃 岩　　野　他 生　　体 15．84 46．53 27．72 9．90

米　国　人 Grewe，et　al． 披去歯 93．93 3．19 1．12 1．96

ギリシャ人 Tastas，et　al． 〃 80．16 14．40 2．33 3．11

インド人 恩田・峯村 頭蓋骨 40．08 28．93 7．85 22．73 0．41

日　本　人 加　　　　治 抜去歯 6．36 40．00 30．91 20．91 1．82

〃 川　　崎　他 〃 28．44 1L93 33．03 22．94 2．67

M2 〃 〃 頭蓋骨 8．45 22．54 40．85 25．35 3．82

〃 岩　　野　他 生　　体 17．71 48．96 25．00 8．33

米　国　人 Grewe，etaL 抜去歯 78．79 5．48 4．92 10．81

ギリシャ人 Tastas，etal． 〃 88．08 8．69 2．42 0．81

インド人 恩田・峯村 頭蓋骨 58．14 27．91 3．49 10．47
M3
米　国　人 Grewe．etaL 抜去歯 87．83 4．54 3．35 4．34

表22：歯頸部ほうろう突起の出現率（下顎．頬側）

歯種 人　　種 報　告　書 材　料 0 1 n 田 Ii

インド人 恩田・峯村 頭蓋骨 28．46 60．77
’2．69

4．62 3．46

日　本　人 村　　上他 抜去歯 18．62 11．17 5．73 47．85 16．62

〃 川　　崎　他 〃 37．50 7．14 4．46 41．07 9．82

M1 〃 〃 頭蓋骨 41．18 2．94 10．29 42．65 2．94

〃 岩　　野　他 生　　体 2．27 43．18 31．82 22．73

米　国　人 Grewe，et　al． 抜去歯 82．94 10．91 1．37 4．78

ギリシャ人 Tastsas，et　a1． 〃 18．3 3．2 2．8

イ　ンド人 恩田・峯村 頭蓋骨 10．38 62．31 7．69 18．85 0．77

日　本　人 村　　上　他 抜去歯 3．52 14．66 21．23 54．49 6．13

〃 川　　崎　他 〃 19．35 20．16 19．35 40．32 0．81

M2 〃 〃 頭蓋骨 23．21 16．07 7．14 50．00 3．57

〃 岩　　野　他 生　　体 3．49 59．30 29．07 8．14

米　国　人 Grewe，et　al． 抜去歯 63．71 18．28 6．45 11．56

ギリシャ人 Tastsas，eta1． 〃 62．46 28．90 5．32 3．32

インド人 恩田・峯村 頭蓋骨 45．09 46．82 1．37 6．36
M3
米　国　人 Grewe，et　al． 抜去歯 79．88 10．49 3．95 5．68

般に近遠心の2根を有するが後方歯になると癒合

がおこる．この癒合は頬側より始まるので，頬側

よりみると単根であるが舌側には深い縦溝を生ず

る．第2大臼歯の単根例のほとんどがこの状態で

不完全な癒合の結果生じたものである．

樋状根は癒合の程度によって様々な長さの縦溝

を生ずる．（図17）

　7）歯頸部ほうろう突起（根間突起）22）35）

歯頸部ほうろう突起は根間突起あるいはエナメ

ル突起とよぼれている．上下顎の大臼歯にみられ

るが，下顎第2大臼歯の頬面に最も多い．

　この突起は原始的形質とする意見もあるが系統

発生学的な意味はないとする考えが強い．また白

色人種に比べて黄色人種に多く現われる．この突

起によって歯ぎんは盲嚢を作り歯周疾患の原因と

なるといわれている．

Masters，　et　a1．19｝は発育度について次の様に分

類した．

　0度＝突起のみられないもの

　1度＝突起が根幹の1／2を越えないもの

　II度＝突起が根幹の1／2以上で分岐部にたっし

　　　ないもの
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図19：ほうろう滴

恩田：歯牙形態の異常

図20：鷺曲歯

表23　ほうろう滴の出現率、舩木）

顎別 歯種 右　側 左　側 計

Ml 1．6 1．7 1．7
上顎

M2 3．8 3．7 3．8

M3 8．4 8．1 8．2

P1 0．1 0．05

P2 0．1 0．05
下顎

Mi 0．7 0．2 0．5

M2 0．5　　　　0．7 0．6

M3 2．5　　　　3．1 2．8

　III度＝突起が分岐部まで延びているもの

　それに，鈴木37）mp村上23〕他らの考えを参考にし

てli度を加えた．

　Ii度＝1度の先にほうろう島のあるもの［．表2L

22，図18）

　8）ほうろう滴9）

　半球状をなし，歯根分岐部で．歯頸部ほうろう

突起の尖端あるいは，時には分岐部から離れた歯

根面に存在する．次の3種に分けることが出来る．

　単純ほうろう滴：小さい．歯根分岐部付近に多

く現われる．

　象牙質の核を有するほうろう滴：単純型より大

きく希である．半球形で核の象牙質は，しばしば

歯根の象牙質と連なっている，

　象牙質と歯髄腔をもったほうろう滴：小さい不

完全な双生歯と考えられる．

　半球形をなしたほうろう滴はインド人のほとん

ど全歯牙のそろった100体よりの抜去歯に全くみ

図21：屈曲歯

られない．また日本人の抜去歯中にも半球形のほ

うろう滴をみつけるのは大変な事であり，かなり

低い出現率ではないかと考えられる．舩木7）の表

はほとんど歯頸部ほうろう突起尖端に生ずる小さ

なものではないかと思う．俵23．図19）

　9）膏曲歯と屈曲歯6）

　警曲歯は歯冠と歯根の弩曲を示す．原因の多く

は外傷や発生部位に対する圧迫である．上顎中切

歯の埋伏歯にしばしぼみられ歯根が頬側へ膏曲する．

　屈曲歯は歯根部のみの攣曲である．歯根の多く

は傾斜と弩曲を生ずるが鋭い屈曲でなければ異常

とは考えない．抜歯の際障害となる．、図20．2L
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お　わ　り　に

　異常歯として多くの教科書でカラベリー結節を

記載しているが，それに匹敵する様な結節が沢山

みられる．細かい異常は歯科臨床の上であまり意

味がないという事から記載を少なくしているのか

も知れない．しかし，1つの結節の名残りとして

の溝が踊蝕の好発部位であったり，溝の変化が窩

洞の外形に関係したり，歯頸部や歯根の異常が歯

周疾患や外科的処置に影響をおよぼす．

　今後更に歯牙全体の異常や大きさの異常などに

研究を広げたい．
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